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この報告書;は、鳥取県立倉吉農業高等学校グラウンド整備事業に

伴い倉吉市大谷宇向野・沓掛において実施した向野遺跡第2次発掘

調査の記録です。

この遺跡の南側には、国指定史跡伯香田府跡(毘庁跡、 法華寺畑

遺跡 不入間遺跡)・伯者自分寺跡があり吉代伯誉回の政治・経済・

文化の中心でしたO これらの遺跡はいずれも古代の地方行政を知る

上で貴重な資料として注目されています。

このたびの発掘調査により、国庁跡などと同じ時代の集落、道路

跡などが確認されました。丘陵上に広がる遺跡の一部分の調査では

ありますが、国庁跡の周辺 f国市」の様子を示す貴重な資料である

といえます。

本書は発掘調査報告書として不十分なものではありますが、文化

財の理解・普及に、あるいは教育・研究のー資料としてお役に立て

ば幸いに存じます。

おわ乃になりましたが、調査にあたりご協力いただきました地元

関係者ならびに関係機関各位に深く感謝の意を表するものです。

平成15年3月

倉吉市教育委員会

教脊長福光純



校1 Eコ

1 本報告書:は、 i巣立倉吉農業高等学校グラウンド整備事業に伴い、Jt'f古市教育委録会が鳥取県倉吉市火谷字向野・

において実施した、埋蔵文化財発掘調査の記録である O

2 調変体i!i!Jは次のような組織・編f[i!Jである。

調査主体倉吉市教育委員会

務局倉吉市教育委長会文化課

八回洋太郎(教育長 14:::手3月まで)

栄I1J 敏 (教育次長)

藤井晃 (文化課課長補佐兼文化財係長 13年度)

藤井敬子(文化財係主任)

十l故金智津子(文化財ー係主任)

岡本智flIJ(文化財係主事 13年度)

岡王子 拓也(文化財係主事)

調査結iIlJJ員 11けf~ 雅美・松田 恵子(13年度)

内務補助長 会EH JJlJ子ー(13年度)

福光純一(教育長 14年 6月から)

(文化課長)

佐々木英則(文化課課長補佐兼文化財イ系;長 14年度)

森 F 哲哉(文化財会係主任)

誠司(文化財係主事)

昌子(文化財係主事)

内務整理泉美智子・ i立浪由美子・iJj本錦・前坂英樹・湯浅博・明盟千秋 (13年度)

松Ul~~あっ子・竹歳 lI}'t子 (13・14年度)

遠藤美佐・大}II 京子・大西利息・関 美幸・ rJ:1口小代子A ・戸田めぐみ

村垣みゆき・森木恵子 (14年度)

3 現地調査は間平が担当した。本当ーの執空Il'は調査員が討議し、 liITJ王子が行ったO

4 第 1図(地形図)は、国土地理院発行の1: 25 ， 000地形~I r倉吉Jの一斉I1を複製・加筆した。

5 挿1~1 J:!1 の方位はffiU二上座標第V度検;系の北を指す。

6 遺物に付した記号・番号は、本文・挿図・図版で統ーした。

7 )l必至正によって符られた資料は、倉吉市教育委員会が保管しているc
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I 調査に至る経過

平成11年7丹、鳥取県教育委員会から、倉吉I巨大谷に所在する鳥取県立倉吉農業高等学校のグラウンド拡張計

画が提示され、 Jl!!.斑文化財ーの有無とその取り扱いについて問い合わせがあった。計画は、同校南側のi王j凌・谷部

にグラウンドを拡張し、テニスコート・アーチェリー場・野球場ーなどを新設するもので、丘陵部分の大幅なj将司王

を行う予定であった。開発予定地路辺は、 i可 A丘陵 1-のrfT]野遺跡(I次調査、平成9年度に女子寮新築に伴い実

施)、 101すに隣接する丘陵上の医i 史跡;11'1者 m~lff'跡などをはじめ多数の遺跡が密集する地域である。現地を踏査した

結来、丘陵部分・谷部分共にj農漁:な造物散布がみられたため、平成12年度に国・県の補助を受け試:thl1.確認調査

を実施した。調査の結果、正法部分では落し穴、柱穴と考えられるピットなどを、谷部分で、は泊三を確認し、遺跡

が存在することが明らかとなったc このIIIJ、こ!こ質等の問題からグラウンドのレイアウトが変更になり、造成は基

に盛二i二で、行われることになったe

-確認調査の結来をもとに、鳥取県教育委員会総務福利諜・鳥取県立倉吉農業高等学校・工事を直接担当

する鳥取県倉吉土木事務所(当時)など関係機関と協議を行った。その結果、谷部分は去二i二の除去が行われるも

のの、造物包合宿を含め遺跡、は保存されることになった。しかし、丘陵上の平坦部分は現地表から遺構検出面ま

で、約15cmの耕作土しかなく、工事により遺跡に影響がでることが考えられたため、平成13年度に発掘調査を行う

こととした。丘陵東側斜括部分については、感土が非常に厚く(最深部で約 5m)、半永久的な施設が造成され

るとの判断から発掘調査範囲に合めた。また、平成12年度には行えなかった発掘調査区西側に燐張する、既にグ

ラウンドとして造成・ されている部分の確認調交を発掘調査と放行して実施することとした。

発掘調査は倉吉市が鳥取県から委託を受け、倉吉市教育委員会文化諜が主体となって行った。 lま

4，998mで、現地調査は平成13年4月18EIに開始しllH5日に終了した。調ヨをの結果、既にグラウンドであった

部分にも遺跡が広がっていることが明らかになったため、新しく造成されるグラウンドに伴う側溝・ネットフェ

ンス恭礎など小規模な掘削を1'1'うものは随時立会調査を実施した。平成14年1月2713に行った、野球場パックネッ

ト基礎の掘削にともなう立会nおこ、一辺約0.9mの方形の掘立柱建物柱穴を確認したため、 1月30日遺構の取り

扱いについて関係機関と協議を行ったc パックネットの位置および工法の変更は不可能であり、確認した遺構を

ることとなった。グラウンドは平成15年度供用開始のため調査および工事の早期終了が必嬰であり、

平成13年度に現地作業を終了させ、 13年度で終了する予定の整理作業・報告書作成作業を平成14年度に行うよう

委託契約を変更した。平成14iio2月22日からパックネット部分の追加前査を開始し3月初日に終了した。追加調

査の而積は293mで、合計5，291r討を調査したむ



五 位置と歴史的環境

向野遺跡は、倉吉市街地から西に 4km、大山の火山灰によって形成された西から東へのび、る、通称久米ヶ原と

よばれる丘能地の東端に位置する O久米ヶ原丘陵束の端部は狭い谷が幾筋も入り込み、丘陵が樹校状に分岐する O

当遺跡は、南北をその狭い谷に挟まれた標高30~40mの舌状を呈する正法 I::Jこ立地する。今回の第 2 次調査地は、

その丘陵の南側、丘陵が南にふくらむ部分の、丘陵上から南及び東にかけての斜面である O 今回の調査地からは

谷を挟んで南側には伯者間庁跡を(医IIT跡北辺から直線距離で、約100m)、東叙Ijには法華寺知i遺跡;を直接望むこと

ができる O

向野遺跡の立地する丘陵に造物が散布する事は古くから報告されているが、発掘調査が実施されるようになっ

たのは近年になってからで、遺構が確認されたのは県立倉吉農業高等学校女子寮新築に伴う平成 9年度実施の第

1次調査が初めてである o 1次調査地は今閣の調査地から北西に約250m離れた丘陵の反対側、北側j緩斜隔に位

置する o 468nlの狭い調査範Illirすから、落し穴 3基、竪穴式住居4棟、住居状遺構 2基、底面に波板状rllJt当面と

考えられる小土横列を伴う講状遺構を 5状などが確認されている。

今回の調査地と伯香田庁跡との間の狭い谷部分では、平成12年度実施の試掘・確認調査により縄文時代晩期以

降平安時代までのiflt4条を確認している。平安時代の遺構検出面の下、主に古墳時代から奈良・王子安時代までの

遺物包含層からは、多数の木片に混じり木製陽物・斎串・出物などの木製祭記造物が/:11土しているが、 dtj二は砂!冒

と軟質な黒色粘質土による自然土佐積で、 j司辺には護岸など人工的な痕跡、は確認されなかった。

なお、今回の調査地は倉吉市大谷字向野、字密接Hこまたがる or碕朝、」は、圧j凌全体を占める「向野」のなか
に飛び地状にある字名で、遺跡は丘陵全体に広がりをもっと考えられることから、「杏掛Jも含め

とn手λJことにした。

向野遺跡の立地する久米ヶ原丘陵東端部は、数多くの遺跡が確認されている地域である。以下、第 1~J を中心

に周辺の歴史的状況をのべる O

旧石器時代では中尾遺跡 (49)でナイフ型石器などが/:11土しているが遺構はまだ未検出である。縄文時代には

丘陵上を中心に落し穴が検出された遺跡、が増えている。仁1:1尾遺跡、では84基もの落し穴が検出されているほか、向

野遺跡1次 (21)でも 3基の落し穴が調査されている O また、微i当地上に位置する河原毛III遺跡 (61)でも落し

穴が検出されている。弥生時代、前期の遺構は中尾遺跡で屋内i守政穴を 4基もつ平地式住居と、竪穴式住居1棟

ずつが、イキス遺跡(8)で土壌墓群が検出されている O 中!万iになると、中峯遺跡 (20) ・福田寺遺跡1次・ 3

次 (22・23) ・中尾遺跡など丘陵部を中心に集落が主11られている。後期jになるとさらに集落の数は増加し同長谷

遺跡、 (15) ・遠藤谷峯遺跡(16) . I~rIJ遺跡; (17) ・沢ベリ遺跡、c1~ 3 次・ 46~48) などがある。また、

遺跡北側の四王寺山山麓には大谷後ロ谷墳丘墓(18) ・三度舞墳丘募 (41) ・柴架古墳群内の弥生墳丘墓 (36)

などがつくられる。続く古墳時代の集落は中峯遺跡・宮ノ下遺跡1; (56) ・掛塚遺跡、 (54) などで知られている O

前期の首長墳では国府JII左岸の微高地上に東伯番地方で最古級の吉長墳といわれる@]分寺2古墳 (55・前方後方?

墳60m)がつくられる O その設は琴柱形石製品や鍬形石などが出土したJ二干111大将塚古墳 (35・円墳30m) ・大谷

J二争1Iil.rl'tll1' 6 t災オ(:I立跡 11 1m王寺跡、 16 迷j渓谷準法滋、 21 向野遺跡 l次

2 上初1119号境 7 J二事11'1自ノ前近幼; 12 コザンコウ逃幼、 17 I~nlî遺跡 22 柄[If寺巡跡 LJ(

3 クズマ逃湖、1次 8 イキスi立跡、 13 立主任事1I1峰it2跡、 18 大谷後ロ谷工ttJi:裟 23 t漏出会予ii2-効;3次

4 クズマ逃跡2次 9 耳正木遺跡 14 古喰群 19 大沢前遺跡 24 ~在福Ffl寺遺跡

b イガミ松巡跡 10 -JX半!王Ij遺跡、 15 阿長谷遺跡 20 ド築造IMJ、 25 岩屋遺跡、

2-



第 11週 間辺の地形と遺跡分布凶

26 縞ばi寺巡致、2次 35 J二神大;ほ塚古墳 44 小林古.ttt!lf. 53 打球逃勤、 62 総ノ掛遺跡、

27 矢Fi遺跡2次 、36 柴楽111成主l' 45 イサ涼lE墳約一 54 J郊塚遺跡 63 今念遺跡

28 矢戸ia跡 1次 37 }芸書LIJ，lj.tM!f 46 沢ベリ遺跡 I次 55 r'f~分手I'T'j墳 64 今会城跡;

29 平矧ヶ巡跡 38 主主存IJI9号峻 47 沢ベリ遺跡3次 56 }ヨノ下j立1M、 65 ~ヒノ域防ト

30 }j'[j文IIlJiJ;"墳 39 VJiノ谷遺跡 48 沢ベリ遺跡2次 57 法1j'tミ予知IU立跡、 66 }¥.I除、y:ラJlli:跡、

31 トドロケ遺跡、 40 大谷城跡 49 11"足遺跡 58 I'l'I分寺北遺跡 67 2]空間!否定;跡

32 関前遺跡B:l1l!.1玄 41 三度}'!f.ilHi:裟 50 不入i司法跡 59 11~1者間)1"滋;

33 JIliILJ遺跡 42 イザhX遺跡、 51 r君府関連遺跡 l次 60 1自殺iまi分寺助、

34 l防波illi:~主;i\:l1l!.[2<: 43 大谷大将塚古河1 52 古宇11':さ古裳 61 河原毛EEI遺跡

-3 



大将塚古墳 (43・前方後円墳50m)などが知られるものの、大形の前方後円墳が継続してつくられることはない。

また前期の小規模な方墳が宮ノ下遺跡で縫認されている。古墳時代後期には四王寺山裾部や久米ヶ原丘陵に古墳

群がつくられる。両長谷遺跡では板石を用いた横穴式石室を主体とする終末期の古墳群が調査されている。

奈良時代には、 当遺跡の南側のJil凌に伯者国庁跡 (59) ・伯者国分寺跡 (60) ・国庁に付属する官街で、後に

国分尼寺跡に転用されたと推定される法華寺畑遺跡 (57)が近接して置かれる。また、北西約1.5kmには同じく

国庁に付属する官街跡である不入岡遺跡 (50)が、 北に位置する四王寺山 (標高171m)山頂には新羅海賊調伏

のため建立された四王寺跡 (ll)が所在し、古代伯者国の政治 ・経済 ・文化の中心であった。また、当遺跡、の南

西約150mの位置にある河原毛田遺跡では東西方向に延びる平行する溝が確認されている。構聞の心々距離は15

mで、西側に延長すると国庁南側を通り、古代山陰道の可能性が考えられている。この時期の集落は中峯遺跡・

中尾遺跡 ・国分寺北遺跡 (58) ・向野遺跡 ・ 損1\塚遺跡 ・ IIH~ノ掛遺跡 (62) ・矢戸遺跡 l次・ 2次 (27・28)など

が知られている。国分寺北遺跡は規格性のある建物配置と区画溝からなり国庁に関連する施設の可能性がある。

この時期の墳墓は調査例がほとんど無く明らかでないが、 倉吉市北側の向山E陵上に立地する長谷遺跡で横穴式

石室を模した石榔内に土師器蔵骨器2個を合葬した火葬墓が調査されている。

宮ノ下遺跡・榔塚遺跡、では1l~13佐紀の遺物が出土 しているが、遺構としてはビ ッ ト 群 ・ 土城が主である 。 打

塚遺跡 (53) では 12iJ!宇紀の墳丘を持つ墳墓が発掘調査されている 。 今倉遺跡 (63) では 14~16世紀の掘立柱建物

群が検出されている。

調査前遠景(平成12年度・東から) 左の丘陵が伯者国庁跡。右が向野遺跡2次調査地
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E 調査の概要

調査地の基本的層序は、表土(耕作土)、黒褐色土の下に、大山東側のE陵地帯で通常見られるように黒色土

(ク ロボク)、暗褐色土(漸移層)、ソフ トローム層、黄褐色砂質土(ホーキ火山砂層) と続く 。遺物を含むのは

表土および黒褐色土である。発掘調査に至る経過でもふれたが、丘陵頂部では、黒褐色土 ・黒色土が遺存してい

ない。既にグラウンドであった部分には表土の代わりに客土(真砂土)がある。調査は、表土 ・遺物包含層を基

本的に人力によって掘り下げたが、東斜面部分については表土が厚いため、重機により表土を掘り下げた。遺構

検出は、表土および黒色士を掘り下げた段階で、行った。

調査の結果、確認した遺構は掘立柱建物15棟、柵列11条、道路状遺構2条、竪穴式住居2棟、住居状遺構2基、

段状遺構 1基、土蝋墓1基、落し穴 2基、土蛾 l基である。以下、遺構ごとに概要を述べる。

掘立柱建物

1号掘立柱建物 既グラウンド部分の確認調査トレンチで検出。桁行3間 (5.8m)、梁行2問 (4.4m)の東西

棟である。建物の方位はN-10
0

-E 。桁行は中央聞が1.8mで妻側の柱聞が2.0mである。梁行は2.2mの等!日j。

柱穴は方形を基本としている。蝶土保存が決まっていたため、南側の柱穴のみ断割りし断面の観察を行った。そ

のうち南西の 2つの柱穴で立て替えの痕跡が機認された。柱穴はほぼ同位置で建て替えられているが、北西隅・

南西隅の柱穴がやや南北に長く、建物方位が多少ずらされた可能性がある 。 建物西半分の柱穴からは直径0.25~

0.3mの柱痕が雄認された。

2号掘立柱建物 既グラウンド部分確認調査トレンチで検出。1号掘立柱建物から西南西に約17m離れる。南北

3間 (5.4m)、東西 l間分 (2.2m)確認した。建物方位はN-n
o
-Eo南北の柱聞は1.8mの等間だ、が、東西は

北側が1.8m、南側が2.2mと不揃いである。柱穴は円形を基本としている。柱穴底面の深さが各柱穴でばらつき

がある。南北列北から 2本目の柱穴は新旧建て替えが認められるが、旧柱穴は柱筋がそろわない位置にある。断

面c-c では柱痕は柱穴中央から北によった位置で確認され、 1号掘立柱建物と同様立て替えにより建物方位

がずらされた可能性がある。

3号掘立柱建物 調査地南側で検出。E陵平坦面の南端に位置する。桁行3問、梁行3聞の東西棟である。建物

方位はN-12
0

-E 。東側の妻柱は確認されなかった。西側・南官!IJの柱列で建て替えが認められた。桁行5.0mx 

梁行3.6mから5.1mx 3. 8mへ、建物西辺 ・南辺をわずかに拡大させている。旧段階の柱聞は桁行が西側の 1間

が1.8m、その他は1.6mで、梁行は1.2mの等問。新段階の桁行は西側を0.2m広げて2.0m、中央聞は変わらず

1.6m、東側をO.lm縮小させ1.5mとしている。梁行は南側 l聞のみ1.4mと拡大させている。柱穴は直径0.4m

から0.5m程度の円形である。

4号掘立柱建物 調査地南東で検出。3号掘立柱建物の東から 7m離れ、今回検出した建物の南東端に位置する。

桁行 2間 (5.2m)、梁行 1間 (3.2m)の南北棟で、ある。建物方位はN-2
0 -w。中央の柱筋には束柱と考えられ

るピットをやや西によって検出した。柱穴は直径0.3mの円形である。

5号掘立柱建物 調査地南側で検出。3号掘立柱建物の北12mに位置する。建物南辺から南に2.0m離れて 2号

制I~列が位置する 。 桁行 3 間 (7 . 0m) 、梁行 3 問 (5 . 8m) の南北棟総柱建物である 。 建物方位は N-21
0 

-E。柱

聞は桁行が北から2.3m、2.4m、2.3m。梁行は東から1.8m、2.0m、2.0mで、東端 1聞が狭い。柱穴は直径

0.4m~0. 5mの円形を基本としているが、東側の柱列のみ0.3mと小さい。

6号掘立柱建物 調査地南側で検出。3号掘立柱建物と 5号掘立柱建物の聞に位置する。9号掘立柱建物 ・10号

掘立柱建物と切り合う。桁行3間 (7.3m)、梁行 2間 (4.2m)の総柱建物である。建物方位はN-29
0 

- E。柱
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E 調査の概要

調査地の基本的層序は、表土(耕作土)、黒褐色土の下に、大山東側の丘綾地帯で通常見られるように黒色土

(クロボク)、fI*褐色土(漸移層)、ソフトローム層、黄褐色砂質土(ホーキ火山砂層)と続く G 造物を含むのは

表二l二および、黒褐色土で、ある O 発掘諦査に至る経過でもふれたが、丘i凌頭部では、黒褐色土・黒色土が遺存してい

ない。既にグラウンドであった部分には表二二の1tわりに客土(真砂土)がある O 調査は、表二l二・遺物包含帽を基

本的に人力によって掘り下げたが、東斜面部分については表土が厚いため、重機により去二i二を掘り下げた。

検出は、表宇土および、黒色土を掘り下げた段階で、行った。

調査の結果、確認した遺構はおi立柱建物15棟、者Ifry!Jll条、道路状遺構2条、竪穴式住Af2棟、イ主)首状遺構2基、

段状遺構 1基、土塀i慕 1基、落し穴2基、

掘立柱建物

1恭であるO 以下、 ごとに概要を述べる。

1号掘立柱建物 既グラウンド部分の確認調査トレンチで検出。桁行 3rliJ (5.8m)、梁行21m(4.4m)の東西

棟である。建物の方位はN-10
0

-E 。桁行l立中央HUが1.8mで、姿側の柱WJが2.0mで、あるO 梁行は2.2mの等問。

柱穴は方形を基本としている O 感土保存がi:Jとまっていたため、南側iの柱穴のみ断割りし断面の観察を行った。そ

のうち南西の 2 つの柱穴で立て詳えの痕跡が線認された。柱穴はほぼ同校践で建て替えられているが、~ヒ践隅・

南西li!Jjの柱穴がやや南北に長く、建物方位が多少ずらされた可能性がある。建物西半分の柱穴からは夜筏O.25~ 

0.3mの柱痕が篠認された。

2号掘立柱建物 既グラウンド部分硲認調査トレンチで検出。 1号掘立柱建物から西南西に約17m離れる O 南北

31m (5. L1m)、東西 11111分 (2.2m)確認した。建物方{立はN-110 -E 。南北の柱1mは1.8mの等間だが、東西は

北1H1Jが1.8m、南1WJが2.2mと不揃いであるO 柱穴はPj]訟を基本としている。柱穴底面の深さが各柱穴でばらつき

がある。南北列北から 2本目の柱穴は新旧建て普えが認められるが、 IEl柱穴は柱筋がそろわない位置にあるO 断

c -cでは柱痕は柱穴中央から北によった位置で確認され、 1号掘立柱建物と同様立て替えにより建物方位

がずらされた可能性がある O

3号掘立柱建物

方位はN-12
0 

-E 0 

で検出。丘陵平坦而のfy;j端に位置する O 街行31m、梁行 3r出の京阪棟である O 建物

の妻柱はTifl1認されなかった。西1l!1J.南側の柱列で、建て替えが認められた。桁行5.0mx 

来、行3.6mから5.1mx3.8mへ、建物西辺・南辺をわずかに拡大させている o I日段階の柱問は桁行が西側の 1間

が1.8m、その他は1.6mで、梁行は1.2mの等問。新段i貯の桁行は凶1WJを0.2m広げて2.0m、中央1mは変わらず

1.6m、東似IjをO.lm縮小させ1.5mとしている。梁行は南側 11mのみ1.4mと拡大させている。柱穴はi直径0.4m

から0.5m程度の円形で、ある O

4号掘立柱建物 調査地南東で検出。 3号掘立柱建物の東から 7m離れ、今ITII検出した建物の南東端に位置する O

桁行2開 (5.2m)、梁行1tI司 (3.2m)の南北棟である。建物方位はN-2
0

-Wo 1:1'央の柱筋には束柱と考えられ

るピットをややIIIJによって検出した。柱穴は直径0.3mの円形で、ある O

5号掘立柱建物 調査地fý;J~!iJで検出。 3 号掘立柱建物の北12mに位註する O 建物m辺から南に2.0m離れて 2 号

櫛列が位置する C 桁行3開 (7.0m)、梁行 31m (5.8m)の南北棟総柱建物で、ある。建物方伎はN-21
0 -Eo柱

111]は桁行が北から2.3m、2.4m、2.3m。梁行はJ1iから1.8m、2.0m、2.0mで、東端 1111]が狭い。柱穴は直径

0.4m~0.5mの l:rj形を基本としているが、東側の柱列のみ0.3m と小さい。

6号掘立柱建物 調査地南側で検出。 3号掘立柱建物と 5号掘立柱建物の闘に位置する o 9号掘立柱建物・ 10号

掘立柱建物と切り合う O 続行3問 (7.3m)、梁行 2向 (4.2m)の総柱建物である O 建物方位はN-29
0

-Eo 

-6-



8…霜㌣｛×

83†×

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
L、
一
一

＿
＿
＿
＿
，
～
ひ

／
／
・
・
／

乏
一
一
ヘ
へ
、
ビ
～
ゾ
　 ⊃

　
　
　
　
／
ε
ε
＼
＿

　
♂
．
〔
一
一
／

／
〆
〆

　
　
／
／
〆
⌒
“
～

　
／
／
〆

／　
　
／
〆
｛
、
賠
　

　
　
／

弍

二
／
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
〆
一
→
『
＾

　
　
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ン

・
P
／
@　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
／

　
　
　
　
　
　
．
〆
〆
㌃
妄
：
一
ノ

　
ゾ
〆
〆
ρ
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o

　
　
o

　
　
　
ジ
／
曇
．
“
一

／
／
、
　
裏
喝
…
㌦
。
べ
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
偽
　
　
（
込

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O　

O
o

　
　
O　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o

　
°
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
趣

　
　
　
　
り

θ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Φ

　
　
　
リ
　
　
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
8　
　
　
　
。
　
　
　
　
　
θ

　
　
　
り
り

　
　
o
　
　
　
o　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o

　
　
O　
　
　
　
　
　
　
　
　
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o

　
　
　
　
　
　
o

　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
O　
　
　
　
o
　
　
　
　
　
o　
　
　
　
　
◇

　
　
　
　
o　
　
　
　
o

　
l　
さ

　
1
　
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
摯

　
「

③

　
　
o

』
一

o

＼
＼

099‘
6カ
ー
人

ぐ
く

一
）
◎

阜
）

　
　
　
喝

。
。
・
：

　
　
　
◇
　
o

　
　
o　
　
o

　
　
　
　
　
O

o◎
　
　
　
　
O　
　
o

O　oO　
　
　
o　
　
　
　
　
O。

。
　
（
（
）

　
O　
o　
o。
　
　
　
o

o　
　
　
　
　
o

　
　
　
O　
　
　
o

　
§
　
三

日
ご
自

＼

o

。
陵
。

　
“
x1
b
G…
⌒
一
一
一
竣

o

o

○

o

　
晋
◎
市

　
一

望←

ヤ
　
。
　
○

ぺ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o

o

O　
　
o

oogv6釦
一
入

o

＼
こ

　
＃

。
°
°

彗箒§ 』 隈
垂

撫
、
白

嶺

o

［
［
コ
・

ε
゜
Oo

　
。
。
。
㊤

　
O　
　
o

　
　
　
　
o

　
＞
　
　
ノ

　
　
〇

三∨
　
　
　
o

一

あ

フ
ー
一

8

0　
0

φ

o

s

o

・
o

＼

o②

』

杉
・

o

阪

ゆo

：二ご

挫奏

レ

0シ
9’
6ヤ
ー
人

i｝
H、
　
　
＋
・
一
…
一
匙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
　
　

819ナ？、×1

ト

医

Ne粧畑蔀ご剤寸

1Φ1



ヲラヲヨタ=-

臼
由
ム
ヨ

日 日
~O 

36 

i
 

j

l

 

M

H

I

月〉

S

1

A

V

 

-

J

 

-川
駅
寸
|
|
」
}

、

，

‘

キ

も

や

合

h
ノy
 

o 2m 
一一一一→ (1: 80、

第 5['i([ 1号掘立柱建物遺構図

IllJは桁行2.5mで剖叙IJのみ2.3mである。桁行は北叙IJが2.2m、

である。

7号掘立柱建物 調査地のほぼf:jJ央で検出。 5号技i1立柱建物北辺から4.Om~tに ~IF:れる O 桁行 3 jlij (7.4m)、梁

が2.0mで、ある。柱穴はflli:径0.3m前後の円形

行21m(5.0m)の南北棟である O 建物方位はほぼ南北に沿う O 柱部jは桁行が北から2.6m、2.4m、2.4mo梁行

は間から2.6m 、 2.4mで、ある O 柱穴はf!主径0.3~0. 5mのドJJf~で、ある O

8号掘立柱建物 調査地南側で検出。 3号-thllJ'L柱建物北辺から0.4m北に離れる。桁行・梁行とも 1[111の建物で、

建物方位はN-20
0 

- Eo柱問は北側が2.7m、

m程度のf11形である O

9号掘立柱建物 調査地南側で検出。 6号'1hll立柱建物と切り合う。桁行 2IIU (4.33m)、梁行 2[i!il (3.45m)の

総柱建物で、建物方位はN-25
0

- Eo建物酉叙IJが狭く、やや台形状になる。柱穴l土産筏0.2m程度のf!lJ訟である。

が2.8m、iLli1H1Jが109m、JfL1l!1Jが2.0mである。柱穴はI在任0.3

10号掘立柱建物 調査地南側で検出。 6号掘立柱建物と切り合う C 桁行 2IIlJ (3.23m)、浩行 2IIU (4.96m)の

層柱建物で、建物方位はN-16
0

-E 。建物北側が扶く、やや台形状になる O 柱穴はni筏0.2m程度の円形であ

る。

11号掘立柱建物 調査地中央で検出。丘陵平盟百iiの北京端に位置する C 桁行4[liJ (7.42m)、梁行3問 (4.72m)

の南北棟で、建物方位は沢一11
0

-Wo建物北辺は 31日jだが、南辺は 2111]分の柱穴しか確認していない。桁行・梁

行とも柱悶はそろっていない。

-11 
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7号擁立柱建物・ 5í;j'nol~1 

を確認した。調査地北側で検出。大半は調査12<:外で、南北 3111] (5.35m)、東鴨川Hi(1. 95m) 12号掘立柱建物

は荷北が2.0m、庇部分は1.35m。柱穴はO.5~O. 6m程度の円形北辺に庇をもっ。建物方位は N-17
0 

-E 0 

で、いずれも深い。

31詰J(6.3m)、梁行2間北関の調査l豆で検出。今1mの誠査地内で1土一番北西に位置する。13号掘立柱建物

は桁行が剖から2.1m、2.0m、2.2mo梁行は2.0mの等11¥]の東西棟で、建物方位はN-17
0

- E 。(4.4m) 

としている。柱穴壁・底耐である O 南東の柱穴では建て替えの痕跡がみられた。柱穴はO.8~ 1. Omの方形を

む字状の刃先の工具痕がみられるCには、

の東西棟で、建物方位はN-17
0

北西の調査区で検出。桁行 3IHJ (5.8m)、梁行21甫 (5.1m)14号揺立柱建物

-Eo柱部]は桁行1.8mだ、が、東 111l]分が北側2.2m、w-Jn!IJ2.0mで、ある。梁行は2.55mで、北西の 11mが2.3mで、あ

る O 柱穴はO.3~O.4mの円形で、ある。

北西の調査i互の東端で検出。東側は調査区外へのびる。今回の調査範担iでは桁行・梁行とも 115号掘立柱建物

」

部分を確認した。建物方位はN-14
0

-Eo柱関は東西2.55m、南北2.28mで、ある。柱穴は直径O.3m程度の小現

-16-

のものだが、比較的深い。
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11号捕立柱建物遺構図第lll'gl

柵列

5号掘立柱建物のftJに位置する。 2号櫛列と切り合う o 4間 (6.3m)確認した。方位はN-1250 - E。1号柵列

柱穴はいす、れも小さく浅い。

4 1111 (8.4m)確認したが、西端の 111司1号柵列と切り合う。5号掘立柱建物の南 2mに位置する。2号柵列

5号掘立柱建物と方向・柱5 r悶であった可能性があるojJl立はN-1l90 -Eo は他の柱間の2倍近くあるため、

筋がほぼそろう O

4号は 2閥 (3.453 号事I~列は 3 間 (6.75m) 、2列並んで、位置する。9号掘立柱建物の東に、3号・ 4号柵列

m)確認した。方位はN-10
0 -E 。柱穴は直径O.3m程度の円形で、 i?# さはO.1~O.4mで、ある O

2問 (5.4m)雑誌ました。担:1習は2.7mの等問。 jJf立はN-307号掘立柱建物の西2.7mに位置する O5号柵予Ij

E 。柱穴は直接O.2~O.3mの IIJ形で、ある O 南側柱穴内から土師器杯がほぼ完形で、出土した。

その東端から南に丘陵頂部平坦面で検出した遺構のうち一番東に位置する O 東割に 3関 (4.85m)、

のびる O 柱穴はi直径O.2m程度で、東側の柱穴ほど深い。

17-

ほほ直角に 2問 (4.28m) 

6号棉列
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7号柵列 グラウンド部分確認謂査トレンチ、 2号掘立柱

建物の南5.3mで、検出。 11m分(1.8m)確認。トレンチ外

へのびると考えられる。柱穴は、 lprli線上で、長さ0.5mほど

あり比較的大きいが、形は不整で、 i奈さも検出而からO.1 

m前後とi支い。

8号・ 9号・ 10号柵列北西の調査12<:で検出。 13号掘立柱

建物の束、 14号掘立柱建物の南に3条並ぶように位置する。

8号初Ir列は柱ml1.8mで、 2問、 9号fllfr列は柱1m2.25mで3

問確認した。 10号櫛列は建て苓えがあり、悶段階はP1 IEI、

P 2、P41EI、P6の3間 (6.9m)、新段階はP1新、 P

2、P4新、 P5の31m (6.45m)である。

11号柵列 14号掘立柱建物の南1.4mに、 14号掘立柱建物

南辺とほぼ方向をそろえて並ぶ。 14号1f.1I立柱建物の庇とも

考えられるが、若干柱IIJjがちがうため者1&列とした。柱穴は

いずれも浅い。

道路遺構

1号道路i封書 調査地の束斜而で検出。両側の1l!1Ji梓と考え

られる構c1号. 2 号ì~i) と、その tlfJの路TlIi (硬化TfiDを

確認した。丘陵頂部とj王i凌裾部は後W:の削平により硬化Tfii

はi立存しない。等高線に対し斜め(等高椋と 1号泊三との角

度は35
0

)にのび、確認できた部分での硬化防iの高低差は

2.6m、斜度は 7。である。硬化而が造存していた 1号泊:

と2号iilj:にはさまれた部分は夜線的だが、正i凌裾吉15分では

2 号ì~iが60
0 ほとと東へ折れ rllJがり、道路泣構も河様にr!Ilがるものと考えられる。 1 号滑と 2 号;誌の 1m1;誌は心々で

7.75m、内側のIpi々 で6.8mで、ある O 硬化TfiU立五Iu1l!1J1I!IJì'flj'埋こi二上面iで、も TI'{!~認し、講埋没後も f史m したことが分かる O

第12図 12号掘立柱建物遺構図

海E化百uのi隔は最大で7.3mで、ある O

硬化TfiIは、丘陵斜而の高い官mを削りやや平坦にした後、その平坦耐に多数の小.:1:墳をつくり、その土棋を断1m

凶第2層の11奇灰褐色土で埋め戻しつくられるO 第2間は非常に硬く均質で、、逆に地ILJI~I 体はそれほど硬化してい

ないため、 JlJ!.め戻した上而を路面として使用していたと考えられる O 小土墳は、斜面上jjと2号iYlj:肩部などでは

長さO.5~ 1. 2m、l隔0.4mT背後の長椅Plのものが心々0.7m前後の間隔で規則的にならぶようにみられるが、その

他のほとんどの部分では、形・配置とも規則性をみることができない。両nm側i'fli:が埋まった後も道として住用を

続ており、完掘状態で、の小土壌の規則IJttの41告さは長期間にわたる補修の繰り返しによると考えられるが、 i折I針観

察では確認できていない。

1号潜は、基本的にi揺1~1. 2m、深さは西側肩からO.4~0. 6m、Jtrnm(路1m1WJ)弱から 0.2~0.4mで、長さ

24mで、ある。 Iご端の2.7m分は土瞬状に一段深くなって終わる。

2 号溝は上方では111話0.9m、調査区!按では3.5mに広がるが、掘削~埋没(埋め戻し)~道路として使用~再掘

自社というサイクルが幾度か行われた結果であり、 i'flj:自体は 11I日0.3~ 1 m程度と考えられる O 調査区の束にさらに

18-
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13号.15号掘立柱建物遺構図第13間

した。のび、今回の調査涯では約15.7m分を

緑利l陶器、 i符瓦、瓦、須恵器上不・1号道路遺掠覆土、硬化土、 l号.2号泊二埋土からは土師器杯・

日一

口などが出土した。、鉄、鉄i幸、
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第151~1 3号・ 4号.6号.8~10号柵列遺構閲
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34.8m 
a一一一ー一 叫叩町一一一一一-a

D.K.P合む、
1より自更しサ D.K.P、ブ口 yク多く合む、 5より切るLリ)

o 2m 
ト一一一一一一一一一一一→ 1(1・50)

第16閤 2号道路遺構 a-a 断面図

2号道路遺構 1号道路遺構の北東に位置する。丘陵が南に張り出す付根部分を、等高線にほぼ直交する形で直

線的にのびる。南側の調査区際がわずかに東ヘカーブしており、調査1"8:外で 1号道路遺構と同じように東へi闘が

る可能性がある。今回の調査範囲では30mを調査した。丘陵を切り通しのように逆台形に大きく掘削し、その底

面に路面を設けている。掘Î11j 1隔は約15m、深さは東側で2.7m、関側で1. 2m、底面の 11I話は 5~ 6 mo東側法面に

は2段の平坦闘があり、平坦部分もわずかに硬化が認められた。底面は調査範囲内で、約4.3mの高抵差があり、

斜度は約 8
0
である O 道路遺構に伴う側溝はない。 2号道路遺構西側には、 2号道路遺構底面と 1号道路遺構を

つなぐスロープのように 1号道路遺構をi諮っている部分がある。高低差は 1m、スローフ。部分では土横列、硬化

面は確認していない。

路面は、 1号道路遺構と同様に多数の土域列を硬く埋め戻した上面である O 確認した硬化函のI[屈は5.0~7. 3m 

で、土擦列の外側まで硬化面がみられた。土壌列は長さ0.6~0.8m 、 4~0. 5mの長楕円の土墳が心々0.7m

前後の間隔でならんだものである。長さが2m以上のものもみられるが、}まi躍の様子などから、複数の土壌が重

なったものであると考えられる O 道路遺構の横方向のi折碩で、は、明瞭に篠認できなかったが、縦方向l折商(第18

匡Ia -a ')では、 5回の再掘削・埋め戻しが認められる O 最終次の埋土である第 1層は他によヒベ硬化の度合いが

やや弱い。第 1J吾に|畏らず土域埋土は小石・土器綿片が混じり、土墳底部分に特に多くみられた。 断面からは、

土墳の重複が激しく不明瞭な部分も多いが、土騒が、その掘り方よりも高い位置まで埋め戻されていることが分

かる O

2 号道路覆土、硬化土からはこt締器材:・高坪・費、須恵器杯・宣言・護、 j~r瓦、瓦、鉄、鉄i宰などが出土した。

竪穴式住居

1 ~き住居 調査地の雨叙uで検出。丘陵頂部の平坦函南端に位註する。平面プランは隅丸五角形で、比較的大型で

ある。主柱穴は 5本で、中央ピットはやや南に寄る。部平が激しく、検出面から床面までの深さは北側で、O.lm、

南側は崩壁講すら遺存しない部分がある011支の建て変えがあり、主に住居の北・東・南辺を拡大させている O

床面識は古段階が約30ぱ、新段階が43ばである。主柱穴・中央ピットは同ーのものを使う O 古段階の淘控i誌など

は貼J;tミで捜めている O 床面の遺存状況が良い北西側でi土、ほぽ床面全体にJlMミがされていた。中央ピットは上段

-22-
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にほぼ直交する形で痘

と同じように東へr111が

られた。断而からは、

部分で、はこl:.駿列、硬化

大きく掘削し、その底

が、縦方向断面(第18

に比べ硬化の度合いが

5 ~ 6 mo東側法TITiに

から、複数の土壌が重

化面のi揺は5.0~7.3m

底面と 1号道路遺構を

の::l:J底カ{'L、々O.7m

3mの高低差があり、

主主A
j;るしけ ) 

突されていることが分

34.8m 

':1:(，fi親Olj'合む)

扶浮などが出土した。
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04m  

I (1 : 100) 
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1号道路遺構造構図第17[翠
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角形で、比較的大型で

乃j奈さは~t仮IJ でO.lm 、

辺を拡大させている。

、古段階の周壁j高Aなど

だ。中央ピットは上段
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第20図 2号住居遺構図
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. 2 号住居状遺構造構I~Il 百~211まi

が方形、下段が円形の2設掘りのもので、 上段のほとんどの部分が貼床により埋められていた。その縁部分に貼

された。り付けるように直径O.lmほどのJlI原石が3

出土造物は、住居稜二!二から弥生土器、土日fIi器、須恵器などが出土しているが、住居の時期はどット内出土の土

器から弥生時代I↓1)関のものと考えられる O

既グラウンド部分南tLqの調査地で、検出。丘陵頂部平坦而の予知市に位援するC 南側は産法耐として前ら2号住居

プランは1111¥丸方形と考えられ、住居の 1辺が8.7mを超える大型のれている。 1浪られた範関での調査だが、

ピットはわずかに南側柱穴の方へ寄る O 住居西隅部分住居である。主柱穴は4本で、正方形に配置される O

さO.lmに斑筏O.3~O. 6m前後、深さO.2m程度のピットが集1:11している O 住蔚の北京辺に沿って、 Ip話1.2m、

ベッド状遺構のi析弱から少なくとも 3皮の建て替えを行っている。第のベッド状j立構がみられる o JtiJ壁溝の数、

c-cでみると変遷は次のように考えられる。

(第411、住居合拡大

(第3出、lt!!.lllこtの155土によるベッ縮小

ベッド状遺構を整形(第2ぎ足し、lV、拡大部分に地山土を拡大

なとなカ{/:H土している O 多時期の造物が混入しらは、

は古墳時代前期前半と考えられる Oした造物より、ているが、床面i近くから

住居状遺構

トレンチ、 2号掘立柱建物の北西で確認。トレンチ内のみの調査だが、グラウン1号住居状遺構

而から床面までの深さはO.3mo壁際には剥いもの

の周壁iiltが姐る。床面の南北端部分にはJhli床がみられた。床面iからは弥生時代l判明の護破片が出土している O
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2号住居状遺構 調査底中央部分、 5号擁立柱建物問領uで

確認。南北2.5m、東西2.6mの北辺・東辺が内に入る歪な

方形であるO 検出面から床面までの深さは0.3mo床面中

央やや南よりに誼径0.2m程の小ピットがある。小ピット

北東側には小範関の焼土函がみられる。焼土而北側に、床

面から遊離した状態で焼土塊がみられる O 床面からは土師

器杯、土締器禁、胸部が中空の土製支!如、寵が1点ずつ出

土したが、完形に復元できるものはなかった。

段状遺構

調査区の荷側、丘陵商端で検出。丘陵の南急斜面を 2設

ないしは 3段にカットし平坦桶を設けている O 斜面上下端

部分で数基の土墳を検出した。断面a-a部分で2段目平

坦部分と 2段目が壊没した後に硬化闘を確認した。平:tIlllij 

の硬化闘はi揺0.6m前後、王子規函南端に沿って長さ5.2mに

わたってのびる。西側が0.3m高い。サブトレンチ断面で

は硬化面下に掘り込みを確認したが、平調的には検出でき

なかった。 同じ平坦而の東側断面b-b'部分では小ピット

群が0.7m前後の間隔で、東西に沿って並ぶが、この部分で bーー

は逆に硬化面は確認していない。

段状遺構の覆土からは土師器・須恵器など比較的多量の

遺物が出土した。また、段状遺構底面に設けられた土抜か

らも、ご|二師器・須恵器などが出土している O

， 
問問扇町仰向山叫_a

(JtI!lll粒子わずかに合む)
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土壌慕・土墳・落し穴

1号土墳墓調査地のやや北京、 1号道路遺構図側で検出。圧馴 ド
部平坦耐の東端に位置する O 底耐の形状、平面形から土綾墓と考え

た。 とほぼ王子行のやや隅丸の長方形で、 83m、

短JIiilIO.7lm、深さO.38mで、ある O ややすり鉢状に掘り込まれている。

出土造物はなかった。

1号土壌 調査地の南東、Iil凌平盟国端に位i置するO 直径1.3m前

後の不整な円形の土様である、底面は1:13央から北部分がやや窪む。

最深部で深さはO.6mo 上城~!Il土は、地 IU クロボクに起因する黒色

土系の土が一切なく、クロボク下関のソフトローム層・ホーキ層-

AT府・レキ混じり粘質土などに起因する褐色~黄褐色の土で、ある。

出土造物はなかった。

1号落し穴 調査地の南側、丘陵平盟国に位置する O 北西辺が外に

膨らむ長方形で、長ifqlll.3m、短納101m、深さは西側で1.4mo底

面iには杭穴と考えられる直径数cmの穴を1311日確認した。遺構に伴う

It¥土遺物はない。

2号落し穴 調査地の東端、東緩斜面iに位置する。 1号落し穴から

25m束に離れる O 南東部分が外に膨らむ長方形で長i!ilh・箆1!illlとも 1

m、i*さは西側で1.55mo底面iに杭穴と考トえられる穴を 71回答{I[認し

た。 Hlこ1::i:l;HTJはない。

1号土綴
『喝て 1号落し穴

半

34.9問
352m 

(ホーキブ口 yク合む)
(ホーキ，1¥'1'ブロァク

(*ーキー xrl.l.びオドリブロッ

6 
i 

s 
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10 
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11 
12 
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. 1号・ 2号落し穴遺構図免~241~1 1 

31-

E
h
寸
円

34.7m 

\~ 
01m  

1:====:l:===:::J1 (1 : 40) 
第23[主3 1号土f}j!1慕遺構Ijg¥

33.7m 

。 1m

ト一一一一一一一十一一一一一一-:1(1 : 40) 



N まとめ

今国の調査で検出した遺構を、時期的なことも含め整理し、まとめとする。

時期 今自の調査では、弥生土器、土師器、須恵器、灰軸陶器、縁希h陶器、瓦質土器、土錘、 l!!f瓦、瓦、鉄製品、

鉄淳、砥石、磨石、磁石などが出土した。これらのほとんどが束斜閥、P}J斜面の包含層出土で、遺構に伴う造物

は少ない。特に、掘立柱建物・櫛列などは周辺の包含層までi判平を受けているため、柱穴内のわずかな出土造物

しかない。出土した遺物は大きく 5つの時期に分けることができる O

i期 弥生時代中期中葉から後葉 壷・斐頭部に指頭圧痕貼付突帯をもつもの、翠底部内面を丁寧な縦方向の

ヘラケズ 1)するものがある o 4号・ 8号掘立柱建物、 1号住居、 1号住居状遺構から造物が出土している O

11 期 古境時代前期前半 翌日縁部はやや短い二重口縁で比較的シャープにっくり、高i不の杯底部は円盤充填

で商議する O 高j不内面は器面が平滑で、ある o 2号住居がこの時期である。

III期 奈良H寺代後半から平安時代初頭 土締器杯底部外屈の調整が了学なヘラケズ1)、もしくはナデで、器壁

が比較的厚い。内面非常に平滑である O 少量で、はあるが内面に暗文を施すものも含まれる。杯には赤褐色の赤色

顔料が丁寧に塗られる。伯者間庁編~)第 1 段階から第 2 段階の前半にあたる o 図版 8 (以下略)の 1・2がこ
の時期である。 1号・ 3号・ 13号掘立柱建物、 2号住居状遺構、 l号道路遺構側溝の 1号・ 2号泊三からこのH寺期

の遺物が出土している o 1号i'flj:出土造物のなかには墨書;r保」のある土自jji器15・16がある O
今期の調査池内では瓦も比較的多量に出土した。 粁瓦も含まれ、いずれも伯香国分寺跡・国庁跡で出土するも

のと同型のものだが、軒平瓦18は未知の型式であるO花形の93心飾りから左右に広がる均整唐草文で、 11IJ線顎か。

iv~ijl 平安時代前葉 土師器杯底部外面がヘラ切り後未調整に近い。器壁が薄く、っくりが粗雑になる。杯底

部外国、もしくは全体を赤色塗彩しないものが現れる。 i茸庁編年第2段i経の後半にあたり、 3・4がある o 2号・

7号・ 11号・ 14号掘立柱建物、 3号.5号・ 11号柵列、 1号道路遺構護士、 2号道路遺構硬化土、段状遺構から

この時期の遺物が出土した。段状遺構出土の別天文字「天Jの墨書土器げがある。

V 期 王子安時代中葉ーから後葉 土師器杯・ JIIlの底部外隔が回転糸切り o j不・ 1IIlにロクロナデの痕が残る O 柱状

高台をもつものもある。国庁編年第3段階以持おおむね12世紀までと考えられる。 5・6などが含まれる。 5号・

6号・ 9号・ 10号掘立柱建物、 1号・ 2号・ 4号機列、 2号道路遺構硬化土・覆土からこの時期の遺物が出土し

ている。

遺構の特徴・配置 i期 丘i凌の王子担額南端に 1号住居、丘陵尾根筋11!1Jに1号住居状遺構を確認したo 1号住居

は平面形がi科丸五角形で、床面積は30r討を超え、比較的大型の住居である O 両者とも!Ui床を有する。

ii JYl 今回の調査範!惑の中で、は、丘陵の南端で2号住居 1棟を確認したのみである o 2号住居は平調形が隅丸方

形で、床面積は40ぱを超えると推定される大型の住居である。

iii期 この時期の造物が出土した遺構のほか、 13号掘立柱建物と 8号.9号・ 10号柵列、 3号令指立柱建物と 3・

4号禰列は遺構の方向がほぼそろうためこの時期の遺構となる可能性がある。 12号掛立柱建物周辺(調査地北東

部分)からも iii iv期の遺物が出土しおり、 12号の時期がIII期までさかのぼる可能性がある。

この時期から掘立柱建物を主体とする集落構成になる。掘立柱建物・欄列とも建て替え、もしくは少し位置を

ずらしての改作が認められるO 遺構の方位はN-10
0

-EからN-17
0

-EであるO 大型の柱穴をもっ掘立柱建物(1号・

13号)が、方位はややずれるものの、 47m離れでほぼ東西に並ぶ。 両方とも柱穴は方形を基本としている。 2号

住屑状遺構は床面から、護・寵・土製支脚が出土し、床面に小規模ながら焼土面が認められた。使用状態が復元
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される出土状況ではないが、~.として考えられる。

東斜面には I号道路遺構がつくられる。 1号道路遺構は雨仮IJに側溝をもち、路面の下部、恭礎構造としてのい

わゆる波板状剖凸をもっ。路面(硬化面)が確認できた直線部分では爾叙IJ側i誌は平行を保つ。 1号潜の斜面上端

部分は、丘伎の頂部にさしかかるあたりで掘削を止めており、両側の側溝は土砂の流入が激しいと考えられる、

もしくは雨水などで路面の流出する可能性がある圧賎斜面部分にのみつくられていると考えることができる O そ

れらの構成・構造からはしっかりとした土木技術の知識・組織的な施工を読み取ることができる。 一方で、後述

する 2号道路遺構に比べ地形の改変度は少なく、 2号講の走向から周辺の地形に合わせ道路を樹げている様子が

何われるO

ivJ現 時期の所で、挙げた遺構のほか、 7号掘立柱建物と方位が向じで、建物が南北にそろう 4号掘立柱建物も lV

WJの遺構で、ある河ー能性がある。大型の柱穴をもっ 2号掘立柱建物・ 7号柵列があり、これらの柱穴は円形である O

建物の方位はややばらつく o iii期の 2号住居状遺構と 3号掘立柱建物、 lV期の 7号掘立柱建物と 4号掘立柱建物

とは同じような間隔で位置している O 今回の諦査範囲だけでは不明確な部分が大きいが、あえていうなら、建物

規模・構造等は変化するものの建物配置はIII期を踏襲している可能性がある O

今回の調査地の立地する丘陵の北側の恭部に 2号道路遺構がつくられる。 1号道路遺構は側溝が埋まった後も

使用されており、そのあたりの時間的な紹と 2号道路i立構の造成との前後関係は現段階では不明確で、ある。現段

階では、 1号道路遺構の硬化I討を自Ijる部分が存在することから、 2号道路遺構は 1号道路遺構に後続すると考え

ておく。 2号道路遺構は、丘i凌を逆台形にIjmi'iIJし、その底面に 1号道路遺構と荷じく路面の基礎構造として波板

状I!.'I凸を施す。北東斜副部分が段状になるため一度に開itiりされたとはいい難い面もあるが、開削された上端のi隔

は15m、深さは約2.7mと大規模である。その規模、整然とした土横列の様子は、 1号道路遺構に比べより熟練

した、より組織的な工事を感じさせる。跨辺の地形と路面の傾斜から推察すると、 2号道路遺構の路面は 1号掘

立柱建物の北倶IJで、ょうやく丘設の頂部平坦i到に達する o 2号ー道路遺構は、調査地の東端でやや東にrlllがる可能性

はあるが、 1号道路遺構よりも痕線七!:が強く、直進部分の方位はN-52
0 -wである。

今IITJの調査地から北西に250m離れた同一lil凌北側には 1次調査地)がある。 1次調査では、同様の構造をもっ

道路遺構(1号~5 号溝状遺構)が調査されている。うち 1 号・ 2 号は 9 世紀後半以砕で、方{立がN-60
0 -wで

直線的にのびている O 丘陵頂部の様子が不明確で、はあるが、 1次調査1号.2号i持状遺構と 2次諦査2号道路遺

構はi誌jーの連続する道路遺構で、それは向野丘j凌を}初期 北東にほぼ一直線に貫いていると考えられる O

V 期 丘陵平坦面Iお側に、掘立柱建物・柵列などが密集する o:thll立柱建物はすべて総柱建物である。うち、 5号

掘立柱建物を徐くと、柱穴が小さく、柱閥が不揃いで、建物の重複が激しいことから、比較的関素な建物であっ

たことが想定される o 2号道路遺構の硬化土rlJからも遺物が出土しているため、この時期までは補修・使用が続

いている O

III期・ ivJUJの様』、日についてさらに{すけ加える o 1次・ 2次調査では古境時代読期から終末の遺物・遺構は確認

していない。 南のE援に始者国庁跡が置かれるのと同時に、大型の柱穴をもっ掘立柱建物を含む、掘立柱建物を

主体とする集落が現れることになる。 1号道路遺構は、あくまで地形に合わせたもので、 1次調査地には同H寺期

の道路はのびていないため、丘i凌上の集落に昇るために敷設された道と考えられる O これらのことから今閣の調

査で確認した集落は、前代から連続する集落ではなく、「国府」のなかに新設されたものであるといえる O

ivWJにも連続して掘立柱建物の集落を確認した。 1次調査地で、は、この時期に道路遺構に近接して竪穴式住居・

住居状遺構がつくられているが、住居群はほlま1fl寺期に限定されるものである。このことは 1次調査地と 2次調
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査まu!での集落の性格の遠いに起因すると考えることができる O

内、それもi翠庁跡に非常に近接した立地であること、大型の柱穴をもっ建物が存在すること、集落か

ら南東方向、つまり「周府JI:I~心部への道路遺構も何時期に敷設されていること、灰希1I・緑11h陶器をはじめ質・

とも充実した/:H土造物などを積極的にとらえれば、 内の何らかの施設であるI可能性はある。今回の調

査範囲では全体の建物配置・構成が不明瞭であること、建物方位の統一性が弱いこと、区姻施設が確認されなかっ

であることなど、遺跡の性格を判明させるにはさらたこと、文字資料として判読できたのは村の意である

なる資料が必要で、ある。

2号道路遺構は、その計画性・構造の規模から留のレベルでの造営と考えてよいものである O 造営の時期は 9

世紀後半で、国庁跡では主袈建物が礎石建物に変化し、新報との関係悪化により日本海沿岸地域に緊張がもたら

されるという動向のなかで造営されたものである O 向野丘陵を斜行ーする

9年 (867)、新経海賊調伏のための1m天王像を安置した1m王寺跡、がある

にのばすと、 111現に貞観

の南西裾に至る。 2号道路遺構

はそれらの造崩をつなぐものと推察される。道路遺講と1m王寺111の南西裾が交わるあたりには

「上自市Jr下白市Jr奥 I~I市」などの小字が残り、国的の構成を考えるうえで興味深い。

以上、羅列的ではあるが今回の調査で得た資料をまとめてみた。 nmJr周辺の施設i伴、それらに関連する集落群
としての「国府jの様子を示す一資料として重要な遺跡、である O 民北側にも国府が広がるが、遺構配置からは

従来言われてきた方格地割は国庁北側には存在しないことが明らかになった。今回の調査では遺構の詳紺!な検討、

遺物・時期の検討ーなどを残したままだが、今後の調査・研究の課題としたい。

)
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査地での集落の性格の違いに起因すると考えることができる。

　「国府」内、それも国庁跡に非常に近接した立地であること、大型の柱穴をもつ建物が存在すること、集洛か

ら南東方向、つまり「国府」中心部への道路遣構も同時期に敷設されていること、灰軸・緑粕陶器をはじめ質・

量とも充実した出土遺物などを積極的にとらえれば、「国府」内の何らかの施設である可能性はある。今回の調

査範囲では全体の建物配置・構成が不明瞭であること、建物方位の統一性が弱いこと、区画施設が確認されなかっ

たこと、文字資料として判読できたのは村の意である「保」であることなど、遺跡の性格を判明させるにはさら

なる資料が必要である。

　2号道路遺構は、その計画性・構造の規模から国のレベルでの造営と考えてよいものである。造営の時期は9

世紀後半で、国庁跡では主要建物が礎石建物に変化し、新羅との関係悪化により日本海沿岸地域に緊張がもたら

されるという動向のなかで造営されたものである。向野丘陵を斜行する道路遺構を北西にのばすと、山頂に貞観

9年（867）、新羅海賊調伏のための四天王像を安置した四王寺跡がある四王寺山の南西裾に至る。2号道路遺構

はそれらの遺跡をつなぐものと推察される。道路遺構と四王寺山の南西裾が交わるあたりには「白市」「白市平」

「上白市」「下白市」「奥白市」などの小字が残り、国府の構成を考えるうえで興味深い。

　以上、羅列的ではあるが今回の調査で得た資料をまとめてみた。国庁周辺の施設群、それらに関連する集落群

としての「国府」の様子を示す一資料として重要な遺跡である。国庁北側にも国府が広がるが、遺構配置からは

従来言われてきた方格地割は国庁北側には存在しないことが明らかになった。今回の調査では遺構の詳細な検討、

遺物・時期の検討などを残したままだが、今後の調査・研究の課題としたい。

註）

1　巽淳一郎他　　『伯書国庁跡発掘調査報告書（5・6次）』　倉吉市教育委員会　1979

2　根鈴智津子他　　『向野遺跡発掘調査報告書』　倉吉市教育委員会　1998

遺物一覧表（図版8）

番号 器　　種 出　」．位　置

正〔〕 須恵器　高台佃皿 東斜而　包含朽下層

11 須恵器　llll 束斜而　包含層

12 須恵器　壷 1号道路遺構　覆上

1：3 緑杣陶器　境 1号道路遺構　覆土

14 緑‡由陶器　1皿 ルミ斜面　包含層

15 一1」i巾器　圷 1号溝

16 土師器　杯 1号溝

17 ヒ師1帯　圷 段状遺構　覆・ヒ

18 軒平瓦 東斜面　包含層
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図版　1

調査地遠景（法華寺畑遺跡から）
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調査地全景（南東から）
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向聖子遺跡 集落 弥生:竪穴式住居l 弥生土器・土郎器・須恵、器・墨 奈良・平安持代集落は、掘立柱建
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奈良・平安:擁立柱建物15 期のもので、うち 1条は丘綾を大

道路遼構2 規模に関前している。
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